
■上田市の子どもを取り巻く現状

○国・県・上田市の人口の推移

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

126,926千人 127,317千人 127,487千人 127,696千人 127,790千人 127,768千人 127,770千人 127,771千人

2,215,168人 2,220,208人 2,216,360人 2,215,352人 2,214,356人 2,196,114人 2,189,177人 2,182,190人

166,568人 166,979人 166,493人 166,161人 166,282人 163,651人 163,211人 162,260人

毎月人口異動調査（各年１０月１日現在）（外国人含む）

○国・県・上田市の自然動態の推移
（単位：人）

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

出　生 1,190,547 1,170,662 1,153,855 1,123,610 1,110,721 1,062,530 1,092,674 1,088,146

死　亡 961,653 970,331 982,379 1,014,951 1,028,602 1,083,796 1,084,450 1,097,352

増減 228,894 200,331 171,476 108,659 82,119 -21,266 8,224 -9,206

出　生 21,588 21,226 20,540 20,029 19,725 18,863 19,131 19,033

死　亡 19,375 19,387 19,669 19,933 20,707 21,396 21,187 22,018

増減 2,213 1,839 871 96 -982 -2,533 -2,056 -2,985

出　生 1,606 1,574 1,453 1,402 1,553 1,467 1,424 1,438

死　亡 1,377 1,375 1,505 1,430 1,455 1,553 1,568 1,604
増減 229 199 -52 -28 98 -86 -144 -166

毎月人口異動調査（外国人含む）
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出　生 死　亡 　0～ 14歳　（年少人口） 　15～64歳　（生産年齢人口） 　65歳～　（老年人口）
国勢調査及び
毎月人口異動調査

総人口
151,804 157,123 160,259 164,207 166,568

163,651

65歳以上
（老年人口）
H17高齢化率23%

0～14歳
（年少人口）
H17　14%



※Ｈ１８からは合併後の数値。それ以前は旧上田市の数値

単位：世帯
１人 ２人 ３人 ４人以上 計

H19.4.1現在 6,819 7,055 2,065 237 16,176
H20.4.1現在 6,659 6,848 1,992 229 15,728
増減 -160 -207 -73 -8 -448

※住民基本台帳から１８歳未満の児童を抽出のため、１８歳以上の兄弟姉妹についてはカウントしてありません。

全世帯数 三世代世帯 全世帯数 三世代世帯 全世帯数 三世代世帯
46,782,383 4,715,940 755,840 125,277 59,384 8,117

9.6% 16.1% 13.6%
49,062,530 4,239,450 777,931 111,505 59,757 7,248

8.6% 14.3% 12.1%
増減 2,280,147 -476,490 22,091 -13,772 373 -869

平成１２年
国勢調査

１４位

平成１７年
国勢調査

１３位
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○このまま少子化が進行すると…

○世帯あたりの子どもの数(１８歳未満の子ども）

○三世代同居の状況
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上田市の将来推計人口(年齢3区分別人口)の推移
～日本の市区町村別将来推計人口(平成20年12月推計）から～

国立社会保障・人口問題研究所
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２ 公立保育園（32園）及び私立保育園の概況（10園）

定員以上（9園） 特別保育 4 月 1 日現在

名 称 定員 H19 入園H20 入園 乳児 延長 一時 休日 障害 外国 子育 バス

東部 140 127 132 3 75 7 2(1) 4

南部 70 79 73 0 30 9 5(2) 3 ●

北 90 62 54 19 5(2)

塩尻 60 48 46 4 6 3(2) 1

神川第一 60 20 21 4 3(1)

神川第二 60 50 42 15 3(1) 8

国分 60 57 47 10 3(1) 3

神科第一 100 112 102 16 6(3) 1

神科第二 170 171 174 1 50 8 17(4) ●
●

豊殿 90 90 92 2 33 13 2 ●

城下 120 115 109 1 40 13(2) 1

川辺 120 130 127 0 25 2(1) 5

下之条 75 57 58 17 6(2) 1

泉田 60 46 41 11 3(1) 1

塩田中央 130 129 132 0 48 16 14 6(2) 1 ●

東塩田 150 146 140 1 81 6(2) ●

西塩田 80 83 81 13

塩田北 120 124 120 2 32 10(3) 2 ●

浦里 90 76 65 0 18 3(1)

室賀 60 49 45 0 9 5(2) ●

小泉 60 23 18 2 4(1)

中丸子 120 134 131 2 40 4 7(2) 4 ●

みなみ 70 37 39 11 4(1) 1

東内 60 22 19 2 1

西内 60 27 26 0 12 ○ 1 ●

依田 150 140 129 2 42 10(2)

長瀬 110 88 103 0 36 4 4(1) 2

塩川 70 62 59 1 5(1)

すがだいら 60 29 31 16

さなだ 150 146 147 3 35 6(2) ●●

そえひ 60 61 47 1 24 5 2 ● ●

武石 120 106 113 17 ○ 7(2)

計 2,995 2,646 2,563 17 788 55 31 154(45) 38 ６ ８



私立保育園（10 園） ◎定員以上（8園） △７５％以上（1園）
名 称 定員 H19 入園H20 入園 乳児 延長 一時 休日 障害 外国 子育 バス

甘露 90 101 94 ● ● 1 3

芙蓉 150 154 153 1 ● ●

聖ミカエル 60 69 69 ● ● 2 ○

歓喜園 90 70 76 4 ● ● 3 6 ○ ●

みのり 120 126 123 4 ● ● 1 9 ●

西丘 150 169 163 4 ● ● 2 18 ●

常田 36 30 33 ● ● 2 3 ○

秋和 120 132 136 5 ● ● 4 10 ○ ●

三好町 175 190 192 5 ● ● 13 ●

あゆみ 90 103 103 9 ● ● 2 ○

計 1,081 1,144 1,142 32 １０ ８ 17 62 ５ ６

＊ 保育所別入所状況調査より

＊ Ｈ19 入園及びＨ20 入園 入園児数（私的契約児、管外受託児を含み、予約児を除く。）

① 乳児 ： ０歳児からの保育

② 延長 ： 延長保育 ● 保育時間 平日１１時間以上、土日９時間以上

③ 一時 ： 一時保育

④ 子育 ： 子育て支援センター

⑤ 障害 ： 障害児保育（すべての園で受け入れ可能） ●現在保育士の加配あり

● 上田市独自の加配（ 人） 平成 年 4月 1日現在

⑥ 外国 ： 外国籍児（すべての園で受け入れ可能） ●現在入所している園のみ

公立幼稚園の入園状況 （平成 20 年 4月 1 日現在）

入園児数
名称 定員

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年
わかくさ 75 44 39 37 46 48
ちぐさ 75 47 53 28 22 18
＊ 入園児数（私的契約児、管外受託児、予約児を含む。）

＊ 保育に欠けない子ども（4 月 1 日現在） ちぐさ（10 人） わかくさ（30 人）



○公立保育園の定員数

認可 Ｓ５５定員数 Ｈ２０定員数 Ｈ２０実員 経過

東部 Ｓ３１ ２５０ １４０ １３２

南部 Ｓ４２ １００ ７０ ７３

北 Ｓ２３ １５４ ９０ ５４ ときわ保育園を統合（Ｈ3.4.1）
ときわ Ｓ５０ ６０ 閉園 － 休園（Ｈ3.4.1）→北保育園へ統合→閉園（Ｈ4.6.26）
塩尻 Ｓ３６ １２８ ６０ ４６

神川第一 Ｓ３８ ９０ ６０ ２１

神川第二 Ｓ４３ １３０ ６０ ４２ 梅が丘保育園を統合（Ｈ14.4.1）
国分 Ｓ５０ １１０ ６０ ４７

神科第一 Ｓ３９ １７０ １００ １０２

神科第二 Ｓ３９ １６０ １７０ １７４

豊殿 Ｓ４０ １２０ ９０ ９２

梅が丘 Ｓ４６ １３０ 閉園 － 閉園（Ｈ14.3.31）→神川第二保育園へ統合
城下 Ｓ２３ ２１０ １２０ １０９

川辺 Ｓ２９ １６０ １２０ １２７

下之条 Ｓ５１ ９０ ７５ ５８

泉田 Ｓ３７ ９０ ６０ ４１

塩田中央 Ｓ２８ １５０ １３０ １３２

若葉 Ｓ３０ ９０ 閉園 －

かしわ Ｓ２９ ６０ 閉園 －

東塩田 Ｓ５７ － １５０ １４０

若葉保育園・かしわ保育園統合→

東塩田保育園開所（Ｓ57.4.1）

西塩田 Ｓ３０ ９０ ８０ ８１ ふたば保育園を統合（Ｈ13.3.31）
ふたば Ｓ２９ ９０ 閉園 － 閉園（Ｈ13.3.31）→西塩田保育園へ統合
野倉 Ｓ３０ 休園（36） 閉園 － 休園（Ｓ50.4.1）→閉園(Ｈ5.3.31)
塩田北 Ｓ２９ １３５ １２０ １２０

塩田西 Ｓ２９ ６０ 閉園 － 休園（Ｓ63.4.1）→閉園(Ｈ5.3.31)
浦里 Ｓ３０ ８０ ９０ ６５

白銀＊１ Ｓ３７ ９０ 閉園 －

浦里保育園・白銀保育園統合→

浦里保育園（Ｈ11.4.1）

室賀 Ｓ３４ ６５ ６０ ４５

小泉 Ｓ３５ ７０ ６０ １８

中丸子 Ｓ２７ ９０ １２０ １３１

みなみ Ｓ２８ １００ ７０ ３９

東内 Ｓ３０ ８０ ６０ １９

西内 Ｓ３１ ６０ ６０ ２６

依田 Ｓ３１ １３０ １５０ １２９

長瀬 Ｓ３１ １６０ １１０ １０３

塩川 Ｓ３３ ９０ ７０ ５９

さなだ Ｈ８ － １５０ １４７

長 Ｓ４６ １０５ 閉園 －

本原 Ｓ３５ １０５ 閉園 －

長保育園・本原保育園統合→

さなだ保育園開所（Ｈ8.4.1）

そえひ Ｓ３２ １３５ ６０ ４７

すがだいら Ｓ３７ １０５ ６０ ３１

武石 Ｓ３３ １００ １２０ １１３

権現 Ｓ３７ ３０ 閉園 －

武石村中央保育園が武石村権現保育園

を統合→武石村保育園（Ｈ10.4.1）

合計
４０園

４，４２２

３２園

２，９９５

３２園

２，５６３
休園中であった野倉保育園除く。

私立

保育園

８園

７７１

１０園

１，０７１

１０園

１，１４２

総計 ５，１９３ ４，０６６ ３，７０５
＊仁古田保育園・岡保育園統合→白銀保育園開所（Ｓ３７．４．１）
＊丸子地区のみＳ５７年度の定員数



～保育行政の検討課題について～

Ⅰ 地域における子育て支援の中核施設として、保育所に期待される役割

○ 仕事と子育ての両立支援のために

* 未満児保育、延長保育、一時保育等の充実

* 病児・病後児保育

* 多子世帯の育児休業中における、預かり保育の実施

* 家庭育児相談

○ 専業主婦等の子育て負担感軽減のために

* 一時保育入所要件の緩和の周知、入所枠の拡大

* 子育て支援センター機能の併設

* 在宅育児支援、育児相談、地域開放事業

* 「保育に欠けない子」入所枠の創設（認定こども園）

Ⅱ 子どもの健やかな育ちを保障するため、保育所が行うべきこと

○ 質の高い養護、教育の提供のために

* 保育所の役割の明確化

* 保育所の社会的責任の明確化

* 一人ひとりの子どもの発達過程を踏まえた適切な保育の実施

（発達障害の理解と適切な保育）

* 優れた人材の確保と保育士の資質の向上

* 食育の推進（地産地消）

* 保育内容への保護者、地域住民の意見の反映（園の評価）

○ 健康で、安全な保育環境の提供のために

* 安全衛生管理の徹底

* 危機管理体制の整備

* 老朽園舎の改築、耐震化の計画的推進

○ 切れ目のない育ちを支援するために

* 幼保小の更なる連携

Ⅲ 子育て世帯への経済的支援として保育料等の軽減策について

○ 子育て世帯の所得分布

○ 保育料等の軽減事例

○ 経済的支援として有効な保育料等軽減策

○ 保育料の減免規定の整備と運用

○ 幼稚園保育料への配慮



Ⅳ 保育基盤の整備について

○ 保育の供給主体の育成のために

* 民間保育所（認可・無認可）への支援

* 認定こども園の位置付けと支援のあり方

* 幼・保の役割の明確化と連携

○ 少子化を見据え、長期に安定した保育の実施のために

* 公・民を含めた保育園の統合、連携

○ 少子化社会で行政が果たすべき役割

* 多様な保育供給主体の参入

* 行政の役割を踏まえた保育の実施主体のあり方

Ⅴ 行政における行財政改革と保育行政について

○ 効率的な保育行政の運営のために

* 一般職常勤保育士の定数管理

* 非常勤保育士の効率的活用と処遇

* 保育士の職制

○ 保育行政のコスト

* 保育に係る市民負担

* 公・民コスト比較

* 財源の有効活用

Ⅵ 保護者に選択される保育所となるために

○ 保育園の情報提供、情報公開

○ 特色ある保育の実施

○ 地域の個性の尊重

○ 保育園の評価
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